
進
む
、木
の
活
用
と

林
業
の
活
性
化

木
で
つ
く
る
新
し
い
社
会

企画・制作=日本経済新聞社イベント・企画ユニット広　告
未来を木でつくろう

［シンポジウム］

　

私
は
企
業
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
戦
略
の
一
環
と
し
て
、
企
業
ブ
ラ

ン
ド
を
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う
に
定

着
さ
せ
て
い
く
か
、
そ
う
い
う
仕
事

を
続
け
て
き
た
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
で
あ
る
木
に
関
係
す

る
も
の
と
し
て
は
、
住
友
林
業
と
協

業
し
た
大
阪
府
箕
面
市
の
千
里
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
が
あ
る
。
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
リ
ゾ
ー
ト
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
２
０
１
７
年
竣

工
の
新
棟
で
は
、
木
や
ア
ー
ト
が
も

つ
温
も
り
や
治
癒
力
に
注
目
し
た
。

絵
画
・
音
楽
棟
、
園
芸
棟
な
ど
を
設
け
、

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、
ロ
ビ
ー
、
病
室
に
至
る

ま
で
外
装
・
内
装
含
め
全
面
的
に
木
を

使
っ
て
い
る
。

　

イ
ン
テ
リ
ア
や
建
築
の
仕
事
を
し
て

い
る
と
様
々
な
素
材
を
使
う
場
面
が
あ

る
。
人
の
肌
に
ふ
れ
た
り
、
長
く
滞
在
す

る
空
間
で
は
本
物
の
木
の
パ
ワ
ー
は
心

身
と
も
に
す
ご
く
良
い
影
響
が
あ
る
と

思
う
。

　

今
後
は
、
公
共
施
設
の
デ
ザ
イ
ン
で

も
木
を
使
っ
て
何
か
で
き
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
人
工
知
能
や
５
Ｇ
な
ど
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
発
達
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
、
人
間
の
中
の
動
物
的
な
本
能
は

も
っ
と
心
地
よ
い
も
の
を
欲
す
る
よ
う

に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
時
に
は
あ
ら
た

め
て
木
の
よ
う
な
本
物
の
素
材
の
良
さ

が
見
直
さ
れ
て
い
く
は
ず
だ
。
そ
ん
な

こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
今
後
も
木
と
い

う
素
材
に
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
。

　

―

日
本
の
森
林
は
戦
後
に
植
栽
さ
れ
た

苗
木
が
成
長
し
、
伐
採
期
を
迎
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
成
長
量
に
見
合
う
量
を
伐
り
出

せ
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
。

　

相
川　

日
本
の
森
林
所
有
者
は
小
規
模

事
業
者
が
多
く
、
集
約
化
し
に
く
い
。
生
産

性
が
低
い
た
め
、
森
林
経
営
へ
の
関
心
を
失

う
所
有
者
も
い
る
。
適
切
な
管
理
が
な
さ
れ

ず
、
伐
採
し
た
後
に
植
林
さ
れ
な
い
事
態
も

生
じ
て
い
る
。

　

市
川　

生
産
性
向
上
の
た
め
に
は
作
業
現

場
の
機
械
化
と
効
率
化
が
特
に
求
め
ら
れ
て

い
る
。
森
林
所
有
面
積
を
い
か
に
集
約
化
し

て
、
ま
と
ま
っ
た
規
模
で
管
理
し
て
い
く
か
が

重
要
だ
。
今
後
林
業
を
活
性
化
さ
せ
て
い
く
た

め
に
は
、
国
際
競
争
力
強
化
・
需
要
拡
大
・
付

加
価
値
の
向
上
が
必
要
。
産
官
学
で
取
り
組
む

べ
き
課
題
だ
と
思
う
。

　

伊
藤　

４
月
か
ら
森
林
経
営
管
理
法
が
施

行
さ
れ
た
。
適
切
に
経
営
管
理
さ
れ
て
い
な

い
森
林
を
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者

に
集
約
化
す
る
と
と
も
に
、
林
業
経
営
に
適

さ
な
い
森
林
は
市
町
村
が
管
理
す
る
と
い
う

趣
旨
だ
。
森
林
環
境
税
・
森
林
環
境
譲
与
税
も

創
設
さ
れ
た
。
よ
り
森
林
を
集
約
し
て
管
理

し
、
管
理
の
た
め
の
人
材
育
成
も
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

　

羽
田　

ド
ロ
ー
ン
活
用
、
集
約
経
営
、
林

道
整
備
な
ど
に
取
り
組
む
事
業
者
の
例
が

紹
介
さ
れ
た
。「
林
業
の
未
来
は
明
る
い
」
と

い
う
現
場
の
声
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

青
木　

私
は
東
京
都
檜
原
村
で
林
業
を
営

ん
で
い
る
。
一
本
ま
る
ご
と
使
い
切
り
、
加
工

に
よ
っ
て
付
加
価
値
を
高
め
る
仕
事
で
、
木
を

植
え
る
・
育
て
る
林
業
か
ら
、
木
を
活
か
す
林

業
へ
の
転
換
を
図
っ
て
い
る
。

　

市
川　

特
に
小
規
模
の
自
治
体
で
は
森
林

経
営
の
専
門
人
材
が
少
な
い
状
況
が
あ
る
。

当
社
で
は
、
社
有
林
管
理
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
し
、
自
治
体
へ
の
サ
ポ
ー
ト
や
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
る
。
加
え
て
再

植
林
の
た
め
の
苗
木
供
給
や
、
こ
れ
ま
で
山

林
に
残
さ
れ
て
い
た
林
地
未
利
用
木
材
を
活

用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
も
進
め
て
い
る
。

　

相
川　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
は
化

石
燃
料
の
輸
入
費
と
し
て
海
外
に
流
出
し

て
い
た
お
金
が
国
内
・
地
方
に
回
る
よ
う
に

な
る
意
義
も
あ
り
、
地
方
創
生
の
観
点
か
ら

も
重
要
だ
。

　

―

森
林
資
源
の
需
要
拡
大
に
は
公
共

建
築
物
や
非
住
宅
建
築
物
な
ど
の
木
造
化
・

木
質
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め

の
研
究
開
発
が
進
ん
で
い
る
。

　

伊
藤　

建
築
材
と
し
て
の
木
材
は
、
防

火
、
防
災
の
観
点
か
ら
そ
の
利
用
が
制
限
さ

れ
る
「
不
遇
の
時
代
」
が
長
く
続
い
た
。
木
は

火
に
弱
い
と
思
わ
れ
て
い
る
が
、
耐
火
性
能

実
験
が
積
み
重
ね
ら
れ
性
能
規
定
化
な
ど

建
築
基
準
法
の
見
直
し
も
進
み
、
現
在
は
木

材
利
用
の
推
進
へ
と
国
の
政
策
も
転
じ
て

い
る
。
最
近
は
新
国
立
競
技
場
の
よ
う
に
木

を
使
っ
た
公
共
建
築
物
も
増
え
て
い
る
。

　

市
川　

木
は
建
築
材
と
し
て
強
さ
や
固

さ
、
弾
力
性
・
耐
久
性
な
ど
総
合
力
で
優
れ
、

調
湿
機
能
も
あ
る
。
木
造
建
築
は
Ｃ
Ｏ
２

固

定
化
で
地
球
温
暖
化
防
止
に
も
役
立
つ
。
住

友
林
業
は
高
さ
３
５
０
㍍
の
木
造
超
高
層

建
築
物
を
目
指
す
研
究
技
術
開
発
構
想
「
Ｗ

３
５
０
計
画
」
を
進
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は

環
境
木
化
都
市
実
現
の
た
め
の
オ
ー
プ
ン
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
だ
。

　

羽
田　

森
林
も
生
き
、
私
た
ち
も
生
き
る

世
界
。
早
く
木
造
の
高
層
ビ
ル
を
見
て
み
た

い
。「
木
は
人
間
の
こ
と
が
大
好
き
。
そ
し
て

人
間
だ
け
が
木
の
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
生

き
物
な
ん
だ
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
。
み
ん
な
で
考
え
れ
ば
、
木
で
つ
く

る
未
来
は
実
現
す
る
。

　

青
木　

森
林
か
ら
恩
恵
を
受
け
る
子
供

た
ち
の
た
め
に
も
、
今
の
う
ち
か
ら
森
林
体

験
な
ど
を
通
し
て
木
と
の
つ
き
合
い
方
を

教
え
る
こ
と
が
必
要
だ
。
森
林
環
境
譲
与
税

も
未
来
へ
の
投
資
と
考
え
た
い
。

　

相
川　

若
い
人
が
林
業
の
現
場
に
飛
び

込
ん
で
、
課
題
を
解
決
す
る
。
機
械
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
は
そ
の
支
援
の
た
め
に
活
用
で
き
る
。

　

伊
藤　

街
側
で
進
む
木
材
利
用
の
規
制

緩
和
、
山
側
で
進
む
林
業
の
成
長
産
業
化
。

両
方
が
あ
い
ま
っ
て
人
と
お
金
が
循
環
す

る
よ
う
に
な
る
。
双
方
の
取
り
組
み
を
つ
な

ぐ
こ
と
で
、
地
方
創
生
を
支
え
て
い
き
た
い
。

　

市
川　

世
界
に
は
違
法
伐
採
で
荒
廃
す
る

森
も
あ
る
。
日
本
の
子
供
た
ち
に
「
森
の
木
を

伐
る
こ
と
」
の
是
非
を
聞
く
と
大
半
が
「
良
く

な
い
」
と
答
え
る
が
、
林
業
が
盛
ん
な
北
欧
の

子
供
た
ち
に
聞
く
と
「
良
い
こ
と
」
と
答
え

る
。
守
る
べ
き
森
を
不
法
に
伐
採
す
る
こ
と

と
、
伐
採
と
植
林
の
繰
り
返
し
の
中
で
育
ま
れ

て
き
た
木
を
伐
る
こ
と
の
違
い
を
し
っ
か
り

と
理
解
し
て
も
ら
い
、
今
後
ど
の
よ
う
に
木
と

共
に
歩
ん
で
い
く
の
か
を
、
未
来
を
担
う
日
本

の
子
供
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　

我
々
も
住
友
林
業
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
メ
ッ

セ
ー
ジ
「
木
と
生
き
る
幸
福
」
と
共
に
、
木
で

つ
く
る
新
し
い
社
会
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

木
を
活
か
す
デ
ザ
イ
ン

基
調
講
演

森
林
資
源
の
有
効
活
用

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

木
に
は
温
も
り
が
あ
り

治
癒
力
が
あ
る

　

日
本
は
世
界
で
も
屈
指
の
森
林
資
源
に
恵
ま
れ
た
国
で
あ

る
。そ
の
森
林
を
持
続
可
能
な
形
で
活
か
し
て
い
く
た
め
に
は

木
の
価
値
を
十
分
に
引
き
出
し
新
た
な
需
要
を
創
造
す
る
こ

と
が
急
務
だ
。Ｃ
Ｏ
２
固
定
化
な
ど
の
観
点
か
ら
も
改
め
て
期

待
を
集
め
る
木
材
。
そ
れ
を
活
用
し
た
新
し
い
社
会
の
実
現

に
つ
い
て
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
佐
藤
可
士
和
氏
が

基
調
講
演
し
、こ
れ
を
受
け
て
各
界
の
識
者
が
語
り
合
っ
た
。

内
閣
官
房 

ま
ち
・
ひ
と
・し
ご
と
創
生
本
部
事
務
局

地
方
創
生
総
括
官
補

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団 

上
級
研
究
員

農
学
博
士

東
京
チ
ェ
ン
ソ
ー
ズ 

代
表
取
締
役

女
優

住
友
林
業 

代
表
取
締
役 

社
長

Ｎ
Ｈ
Ｋ
日
本
語
セ
ン
タ
ー
専
門
委
員

司会 パネリスト

木
材
活
用
に
政
策
が
転
換

木
造
高
層
建
築
の
可
能
性
広
が
る

林
業
の
生
産
性
向
上
・
需
要
拡
大
・

高
付
加
価
値
化
は
急
務

「
不
遇
」を
経
て
今
は
木
材
活
用
の
時
代

環
境
・
地
域
の
た
め
に
林
業
活
性
化
は
必
須

ま
る
ご
と
使
い
切
り
、付
加
価
値
を
高
め
る

伊
藤
氏

相
川
氏

青
木
氏

木
材
は
強
靱
性・環
境
性
な
ど
総
合
力
で
優
れ
る

木
の
こ
と
を
考
え
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
人
間
だ
け

市
川
氏

羽
田
氏

伊
藤
明
子

相
川
高
信

青
木
亮
輔

羽
田
美
智
子

市
川　

晃

石
井
麻
由
子

氏氏氏氏氏氏
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ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｉ
代
表

佐
藤
可
士
和
氏

森林アセット・マネジメントで地域創生へ

パネルディスカッションの模様は
NHK Ｅテレ7月6日（土）午後2時から2時59分
「ＴＶシンポジウム」にて放送予定です

伊藤氏相川氏青木氏

市川氏市川氏市川氏羽田氏羽田氏羽田氏

環境木化都市に向けた第一歩「Ｗ350計画」が始動
　創業350年を迎える2041年を目標に、いま住友林業で
は高さ350mの木造超高層建築物を目指す「W350計画」
が進んでいます。計画で想定される木材使用量は一般的な
木造住宅8,000棟分。高層建築を木造化することで、炭素
の固定量が増大し、新たな木材需要も喚起されます。こう
した環境木化都市実現のため、筑波研究所を中心に、建築
構法、環境配慮技術、使用部材や資源となる樹木の開発な
ど、未来の研究開発が始まっています。

　国内で約4.8万㌶、海外でも約23万㌶に及ぶ
森林を経営する住友林業。そこで培った知見
は、持続可能な林業を通して地方創生を目指す
地方自治体へのコンサルティング事業にも活か
されています。一例として福岡県糸島市では航
空測量で森林資源量を把握、ゾーニングを行
い、伐採計画、搬送路整備計画の立案、さらには
地域材のブランド化まで関わりました。 画像提供：住友林業・日建設計画像提供：住友林業・日建設計画像提供：住友林業・日建設計

森林整備の新制度（2019年度～）

　手入れが行き届いていない森林整備の目的で個人住民税
に上乗せして1人当たり1000円／年を24年度から徴収。私有
林の面積や林業就業者数などに応じて市町村に配分する。

国民国民
600億円600億円

（1人1000円／年）（1人1000円／年）

国国
森林整備森林整備

需要創出需要創出
市町村市町村 人材育成人材育成

森林
環境税
森林
環境税

森林環境
譲与税
森林環境
譲与税

林野庁「森林資源の現況」、「木材需給表」より住友林業にて集計
1957 67 77 87 97 2007 17（年）
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0

国産材 蓄積と生産
蓄積量
10年間の
合算生産量
10年間の
合算生産量
10年間の
合算生産量

天然林

人工林

2.8 2.21.84.5 3.76.0

44.3
（2007年）
44.3

（2007年）
44.3

（2007年）

52.4
（17年）
52.4
（17年）
52.4
（17年）

34.8
（95年）
34.8
（95年）
34.8
（95年）28.6

（86年）
28.6
（86年）
28.6
（86年）21.9

（76年）
21.9
（76年）
21.9
（76年）18.9

（1966年）
18.9

（1966年）
18.9

（1966年）


